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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年2月9日(2017.2.9)

【公開番号】特開2015-160820(P2015-160820A)
【公開日】平成27年9月7日(2015.9.7)
【年通号数】公開・登録公報2015-056
【出願番号】特願2014-35931(P2014-35931)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  35/48     (2015.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/02     (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ｃ１２Ｎ    5/00     ２０２Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月21日(2016.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体の間葉系組織又は培養間葉系細胞から分離されたＳＳＥＡ－３陽性の多能性幹細胞
を含む、慢性腎障害を予防及び／又は治療するための細胞製剤。
【請求項２】
　外部ストレス刺激によりＳＳＥＡ－３陽性の多能性幹細胞が濃縮された細胞画分を含む
、請求項１に記載の細胞製剤。
【請求項３】
　慢性腎障害が、慢性糸球体腎炎、腎硬化症、糖尿病性腎症、嚢胞腎、慢性腎盂腎炎、急
速進行性糸球体腎炎、悪性高血圧症、ＳＬＥ腎炎、アミロイド腎、腎・尿路腫瘍、骨髄腫
、閉塞性尿路生涯、痛風腎、腎形成不全、及び腎・尿路結核からなる群から選択される、
請求項１又は２に記載の細胞製剤。
【請求項４】
　前記多能性幹細胞が、ＣＤ１０５陽性である、請求項１～３のいずれか１項に記載の細
胞製剤。
【請求項５】
　前記多能性幹細胞が、ＣＤ１１７陰性及びＣＤ１４６陰性である、請求項１～４のいず
れか１項に記載の細胞製剤。
【請求項６】
　前記多能性幹細胞が、ＣＤ１１７陰性、ＣＤ１４６陰性、ＮＧ２陰性、ＣＤ３４陰性、
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ｖＷＦ陰性、及びＣＤ２７１陰性である、請求項１～５のいずれか１項に記載の細胞製剤
。
【請求項７】
　前記多能性幹細胞が、ＣＤ３４陰性、ＣＤ１１７陰性、ＣＤ１４６陰性、ＣＤ２７１陰
性、ＮＧ２陰性、ｖＷＦ陰性、Ｓｏｘ１０陰性、Ｓｎａｉ１陰性、Ｓｌｕｇ陰性、Ｔｙｒ
ｐ１陰性、及びＤｃｔ陰性である、請求項１～６のいずれか１項に記載の細胞製剤。
【請求項８】
　前記多能性幹細胞が、以下の性質の全てを有する多能性幹細胞である、請求項１～７の
いずれか１項に記載の細胞製剤：
（ｉ）テロメラーゼ活性が低いか又は無い；
（ｉｉ）三胚葉のいずれの胚葉の細胞に分化する能力を持つ；
（ｉｉｉ）腫瘍性増殖を示さない；及び
（ｉｖ）セルフリニューアル能を持つ。
【請求項９】
　前記多能性幹細胞が、腎障害部位に集積する能力を有する、請求項１～８のいずれか１
項に記載の細胞製剤。
【請求項１０】
　前記多能性幹細胞が、足細胞、メサンギウム細胞、糸球体内皮細胞、傍糸球体細胞、近
位尿細管細胞、遠位尿細管細胞、血管内皮細胞、ヘンレわな、及び／又は集合管の細胞か
らなる群から選択される１つ以上の細胞に分化する能力を有する、請求項１～９のいずれ
か１項に記載の細胞製剤。
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